
　特別支援教育の体制づくりが始まって 10 年余

りが経過し、学校園では、特別なニーズがある児

童生徒の個に応じた配慮・支援に加えて、特別支

援教育の考え方を取り入れた通常の学級の授業

づくり（授業のユニバーサルデザイン化）、学級

づくり（個の違いを認め合える集団づくり）の実

践も広まってきました。そうした中、新たな課題

となっているのが、幼・小・中・高の縦の連携の

中で発達障害のある子の社会的自立・就労を目ざ

した支援をどのように行っていくかという問題で

す。残念なことに、学校園でのさまざまな取り組

みにもかかわらず、不登校状態にある子どもは数

多くいますし、学校教育期を何とか乗り越えたと

しても社会生活がうまくいかず、「ニート」や「引

きこもり」の状態に陥る人も後をたちません。

　その原因を考えてみると、これまでの学校園に

おける特別支援の取り組みが、「学校生活をどう

問題なく過ごすか」に集中し、「将来の社会生活

に必要な力を各年齢段階でどのように身につける

か」という視点が薄かったことが挙げられます。

　学校教育終了後の社会生活を円滑に送るために

は、障害の有無や程度に関わりなく社会生活に必

要なスキルや態度が身についていることと、自尊

感情・自己肯定感がしっかり育っていることが不

可欠です。その達成にはさまざまな取り組みが必

要ですが、筆者は、日常生活において、①「自分

のことは自分でする態度」を育てること、②「し

たくなくても、しなければいけないことは、やら

なければいけない」ということの理解を図ること、

③「他者のために何かをして、他者から感謝され

たり、ねぎらわれたりする経験」を幼児期からた

くさん積み重ねること、の３つが重要だと考えて

います。特に③は、自尊感情・自己肯定感が育ち、

子どもが自分の「存在価値」を実感していく上で

極めて大切だと思います。子どもに発達のつまず

きがあると、教師も保護者も「この子のために何

ができるか、何をしてあげられるか」という点に

目がいきがちですが、それだけでなく、「この子は、

周囲の人たちのために何ができるか」という視点

も見落とさないようにしたいものです。
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